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石狩湾漁協

中井 寿美子さん 中村 美登里さん
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特集

・秋鮭・・・厚さ３cm×４切れ
・醤油・・・100cc
・酒・・・25cc
・砂糖・・・大さじ5
・塩（塩水用）・・・適量
・水（塩水用）・・・適量

今回は「秋鮭の煮つけ」をご紹介します。いよいよ
秋鮭シーズンの到来となりましたね。焼いたり蒸し
たりと様々な秋鮭メニューが頭に浮かんできますが、
まずはシンプルな煮つけから、いかがでしょうか。
ほっこりする美味しさをどうぞ召し上がれ。

材料（4人分）

秋鮭の煮つけ
秋の食卓に、素朴な味わいの煮つけを

浜のおかあさん

レシピ

秋鮭の切り身を塩水で洗い水気を切る。
鍋に醤油・酒・砂糖を入れ火にかける。
②が沸騰したら、①の切り身を並べて入れ、中火
で5分、さらに弱火で5分煮る。
火が通ったら火を止め、器に盛り付けて出来上
がり。

❶
❷
❸

❹

作り方

次代につなげ! 本道漁業の「新規担い手対策」
6単協・協議会とぎょれんがジャパン・インターナショナル・
シーフードショーに出展し、道産水産物をＰＲしました
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た
だ
し
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
含
む
食

品
が
少
な
い
の
は
残
念
な
と
こ
ろ
。

野
菜
や
穀
類
に
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ

て
お
ら
ず
、
魚
介
類
や
キ
ノ
コ
類
と

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
鮭
に
は

豊
富
に
含
ま
れ
、
と
て
も
良
い
供
給

源
に
な
り
ま
す
よ
。

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
人
の
皮
膚
で
も

紫
外
線
を
浴
び
る
こ
と
で
作
ら
れ
ま

す
。
骨
を
丈
夫
に
す
る
上
で
、
紫
外

線
は
と
て
も
大
事
な
存
在
。
最
近
は
、

外
で
遊
ぶ
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き

た
子
供
達
に
、「
く
る
病
」
が
増
え
て

い
る
そ
う
で
す
。
く
る
病
は
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
が
不
足
す
る
こ
と
で
起
こ
り
、

骨
が
変
形
し
て
し
ま
う
病
気
。
成
人

が
不
足
す
る
と
骨
粗
鬆
症
な
ど
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

　
紫
外
線
を
浴
び
る
時
間
は
、
毎
日

約
５
分
間
も
し
く
は
週
に
２
〜
３
日
、

10
〜
15
分
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

買
い
物
に
行
っ
た
り
、
軽
く
散
歩
し

た
り
で
充
分
。
浴
び
過
ぎ
は
、
逆
に

肌
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
高
ま
る
の
で
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
秋
か
ら
冬
は
紫
外
線
の
量
も
減
り
、

外
出
も
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

時
期
は
、
鮭
な
ど
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
多

い
魚
介
類
を
し
っ
か
り
摂
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
。

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
油
と
一
緒
に
摂
る

こ
と
で
吸
収
が
良
く
な
り
ま
す
。
カ

ル
シ
ウ
ム
の
多
い
乳
製
品
を
一
緒
に

食
べ
る
と
さ
ら
に
効
率
的
。
鮭
の
ム

　
秋
の
味
覚
が
お
い
し
い
時
期
で
す

ね
。
私
が
何
よ
り
も
楽
し
み
に
し
て

い
る
の
が
「
秋
鮭
」。
冷
凍
庫
に
鮭
が

入
っ
て
い
な
い
と
不
安
に
な
る
く
ら

い
、
健
康
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
食

品
で
す
。

　
以
前
、
鮭
に
含
ま
れ
る
色
素
成
分

「
ア
ス
タ
キ
サ
ン
チ
ン
」
に
つ
い
て
は

説
明
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
以
外
に
も

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
」
の
宝
庫
と
い
う
大
き

な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
食
事
相
談
を
し
て
い
る
と
「
毎
日
、

牛
乳
を
飲
ん
で
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
っ

て
い
る
の
に
、
骨
折
を
し
て
し
ま
っ

た
」
と
い
う
話
を
時
々
聞
き
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
ば
か
り
を
積
極
的
に

摂
っ
て
い
て
も
、
骨
を
丈
夫
に
す
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
。
こ
こ
で
重
要

に
な
る
の
が
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
」。
カ
ル

シ
ウ
ム
の
吸
収
を
促
し
、
骨
に
カ
ル

シ
ウ
ム
を
沈
着
さ
せ
る
の
で
強
い
骨

を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
骨
ば
か
り
で
は
な
く
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
生
活
習
慣
病
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
予
防
に
期
待
さ

れ
て
い
る
栄
養
素
で
も
あ
り
ま
す
。

ビタミン
D

・ カルシウムの吸収を
  促す 

なみまるくん
おさかな
栄養辞典

ニ
エ
ル
に
チ
ー
ズ
を
の
せ
て
焼
い
た

り
、
シ
チ
ュ
ー
や
グ
ラ
タ
ン
に
鮭
を

使
う
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

ビタミンDの
主な働き

今月の管理栄養士

上坂マチコ
うえ  さか

管理栄養士/美容栄養カウンセラー/
料理研究家/食の若返りプロデューサー
テレビ・ラジオ出演、新聞・雑誌などでコラ
ム連載や栄養監修、レシピ・スタイリングの
提供などを行う。講演会やメタボ指導、料
理講師、短大・専門学校の非常勤講師な
ど活動は多岐。ぎょれんと共に、「美容・健
康に役立つ昆布」の情報をフリーペー
パー等で発信。 鮭、いわし、真がれい、さんまなど

ビタミンDが多い食品

真がれい

いわし

鮭

今月の栄養素は…

「ビタミンD」
丈夫な骨作りの“陰の立役者”ビタミンD！

さんま
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大漁を待ちわびるいか釣り漁船（松前町静浦漁港）
表紙の写真
松前さくら漁協／青山 真吾さんご家族です。

浜の家族物語

松前さくら漁協／青山 真吾さん　ご家族10

なみまるインフォメーション12

大漁祈願！

浜のほっとニュース16

目指せ! 消費拡大

宣伝活動NOW15

みなさんのお便りでつくるページ

なみまる おたより箱17

頭すっきり!! ブレイクタイム11

特集2
06 6単協・協議会とぎょれんがジャパン・インターナショナル・

シーフードショーに出展し、道産水産物をＰＲしました

ビタミンD
なみまるくん おさかな栄養辞典

01

特集1
02 次代につなげ! 本道漁業の「新規担い手対策」

特集3
08 現場に学べ ぎょれん新人職員・秋鮭駐在編
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漁
業
分
野
の
担
い
手
の
現
状

漁
業
従
事
者
の
減
少

　
　
北
海
道
で
は
漁
業
従
事
者
は
一
貫
し
て
減
少
し
て
き

て
お
り
、
平
成
27
年
に
は
前
年
よ
り
３
０
７
人
減
少
し

１
万
５
千
５
３
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
漁
業
者
減
少
の
主
な
原
因
は
、
漁
獲
資
源
の
減
少
や

輸
入
水
産
物
等
の
影
響
に
よ
り
漁
業
経
営
が
難
し
く
な

り
、
や
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
こ
と
や
、
担
い
手
不
足

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
担
い
手
の
不
足
は
、
漁
家
の
子
弟
の
場
合
、
地
元
を

離
れ
他
の
職
業
に
就
く
な
ど
、
漁
業
を
継
ぐ
こ
と
に
対

し
消
極
的
と
い
っ
た
原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
非
漁
家

子
弟
の
場
合
は
、「
漁
師
の
家
の
子
供
で
な
い
と
漁
業
を

や
れ
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
り
、
漁
業
に
就
く
た
め
の

情
報
に
触
れ
る
機
会
が
無
い
と
い
う
要
因
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
特
に
小
規
模
の
漁
業
経
営
体
を
中
心
と
し
て
担
い
手

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

次代につなげ!
本道漁業の「新規担い手対策」

　「
後
継
者
が
い
な
い
」と
い
う
悩
み
は
、商
家
や

農
家
、漁
家
な
ど
、様
々
な
分
野
で
共
通
の
悩
み

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。後
継
者
＝
担
い
手
が
い

な
く
て
は
、こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ

や
歴
史
が
継
承
さ
れ
ず
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。

今
回
は
、後
継
者
問
題（
担
い
手
対
策
）に
つ
い
て

と
り
あ
げ
ま
す
。漁
業
は
も
ち
ろ
ん
、同
じ
一
次
産

業
で
あ
る
農
業
分
野
で
の
担
い
手
対
策
に
つ
い

て
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

新
規
漁
業
就
業
者
数
の
推
移

　
　
新
規
漁
業
就
業
者
は
、
漁
家
で
生
ま
れ
育
っ
た
子
弟

が
漁
業
に
従
事
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
就
業
先
と
し
て

漁
業
に
関
心
を
持
つ
道
内
外
の
都
市
出
身
者
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
人
々
と
後
継
者
不
足
に
悩
む

漁
業
経
営
体
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
新
規
就
業
者
の

確
保
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
国
の
施
策
を
は
じ
め
様
々
な
取
組
み
が
実
を
結
び
、

新
規
漁
業
就
業
者
数
は
全
国
で
は
平
成
21
年
以
降
ほ
ぼ

横
ば
い
に
推
移
、
平
成
27
年
に
は
前
年
よ
り
わ
ず
か
に

増
加
し
１
９
１
５
人
に
達
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
海

道
で
も
年
間
２
０
０
人
程
が
新
た
に
漁
業
者
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
農
業
以
外
の
分
野
か
ら
新
規
に
就
農
し
て
も
ら
う
こ

と
も
重
要
で
す
が
、
農
家
の
子
弟
に
後
継
者
と
し
て
後

を
継
い
で
も
ら
う
こ
と
が
よ
り
重
要
で
す
。
子
供
の
頃

か
ら
そ
の
地
域
で
過
ご
し
て
い
る
の
で
、
地
域
の
様
子

や
人
と
な
り
を
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
他
の
地
域

か
ら
就
農
し
て
、
地
域
に
な
じ
め
ず
苦
労
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

　
新
規
就
農
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
農
家
に
な
り
た
い
」
と

い
う
人
々
と
担
い
手
を
探
す
農
家
や
生
産
法
人
が
フ
ェ

ア
の
会
場
に
集
ま
り
、
就
業
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

 

農
業
分
野
で
の
担
い
手
対
策
の
取
り
組
み

　
　
漁
業
と
同
じ
一
次
産
業
の
農
業
で
も
、
子
弟
が
後
継

者
に
な
ら
な
い
、
高
齢
化
の
進
行
等
よ
く
似
た
悩
み
を

抱
え
て
い
ま
す
。
農
業
分
野
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会 

営
農
指
導
課 

竹
村
秀

和
課
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
農
業
分
野
で
も
就
業
者
は
年
々
減
少
し
、
高
齢
化
率

（
65
歳
以
上
比
率
）
も
平
成
27
年
で
は
36
％
と
徐
々
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
北
海
道
の
新
規
就
農
者
は
年
間
６
０
０
人
程

お
り
、
農
業
以
外
の
分
野
か
ら
の
新
規
参
入
は
そ
の
う

ち
１
０
０
人
程
だ
そ
う
で
す
。

進
む
高
齢
化

　
　
漁
業
就
業
者
の
総
数
が
減
少
す
る
中
で
、
平
成
27
年

に
は
全
道
で
60
歳
以
上
の
漁
業
者
は
52
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
20
年
の
47
％
と
比
較
す
る
と
高
齢
化
率
は

一
段
と
上
昇
し
て
お
り
、
平
成
23
年
以
降
は
50
％
台
を

保
っ
た
ま
ま
推
移
し
て
い
ま
す
。

第
一
次
産
業
従
事
者
も
減
少

　
　
就
業
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
漁
業
従
事
者
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
勢
調
査
結
果（
総
務
省
統
計

局
）
に
よ
る
と
、
北
海
道
の
全
就
業
者
に
お
け
る
農
林

水
産
業
従
事
者
（
第
一
次
産
業
従
事
者
）
の
割
合
は
昭

和
55
年
に
は
13
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
現
在
に
至
り
７
％
と
約
半
分
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い

ま
す
。

具
体
的
な
施
策

　
新
規
就
農
者
を
増
や
す
た
め
、
国
等
で
様
々
な

施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金

　
就
農
前
の
研
修
を
後
押
し
す
る
資
金
（
２
年
以

内
）
及
び
就
農
直
後
の
経
営
確
立
を
支
援
す
る

資
金
（
５
年
以
内
）
を
交
付
。

・
相
談
窓
口
の
設
置

「
北
海
道
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
」
が
就
農

相
談
等
の
総
合
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。
就
農

相
談
窓
口
は
Ｊ
Ａ
や
市
町
村
に
も
あ
り
ま
す
。

・「
相
談
会
」
へ
の
参
加

　

「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」
等
の
新
規
就
農
イ
ベ
ン

ト
に
出
展
し
、
就
農
希
望
者
や
関
心
を
持
つ
人

た
ち
に
対
し
説
明
会
を
開
催
。
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農家戸数

漁業就業者数年代別推移

全国の新規漁業就業者数のうち
北海道が占める割合
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　「
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
に
あ
ま
り
積
極
的
で
は
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
就
農
希
望
者
と
出
会
え
る
場

で
す
か
ら
、
農
業
者
の
側
は
積
極
的
に
出
展
し
、
Ｐ
Ｒ

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
竹
村

課
長
は
語
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
施
策

　　
３
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
（
平
成

27
年
開
催
）
で
は
、「
新
規
担
い
手
倍
増
を
実
現
す
る
」

と
い
う
基
本
目
標
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
中
央
会
・
連

合
会
・
Ｊ
Ａ
だ
け
で
は
な
く
、
組
合
員
も
皆
一
丸
と

な
っ
て
新
規
担
い
手
を
増
加
さ
せ
る
べ
く
機
運
を
盛
り

上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
倍
増
と
い
う
高
い

目
標
値
に
つ
い
て
竹
村
課
長
は
「
数
値
的
に
大
変
厳
し

い
目
標
で
す
が
、
組
合
員
も
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
現
状
か
ら
倍
増
さ
せ
な
い
こ
と
に
は
、
地
域
か
ら
ど

ん
ど
ん
農
家
が
減
少
し
て
し
ま
い
ま
す
。
農
家
の
減
少

は
地
域
の
人
口
減
少
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
に
つ
な

が
っ
て
い
く
た
め
、
解
決
が
急
が
れ
る
課
題
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
実
施
中
の
施
策
も
含
め
、

・
農
家
で
あ
る
親
元
で
就
農
す
る
新
規
就
農
者
へ
の
支

援
・
地
域
農
業
体
験
や
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
支

援
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
）
の
導
入
支
援

・
農
業
税
務
・
労
務
に
係
る
専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

よ
る
現
地
相
談

を
推
進
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

農
業
を
継
続
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
　

　　
研
修
を
終
え
、
農
家
と
し
て
独
立
し
て
か
ら
も
、
国

や
道
、
Ｊ
Ａ
で
は
技
術
や
経
営
に
つ
い
て
幅
広
く
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
農
業
体
験
や
研
修
を
経
て
就
農
し
て
く
れ
た
人
た
ち

に
、
農
業
を
継
続
し
て
も
ら
う
た
め
に
大
切
な
の
は
、

周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
で
す
。

　
新
規
参
入
者
は
親
方
（
指
導
農
業
士
等
）
の
も
と
で

経
験
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
Ｊ
Ａ
の
研
修
等
の

サ
ポ
ー
ト
、
と
き
に
は
親
方
以
外
の
組
合
員
か
ら
も

フ
ォ
ロ
ー
を
受
け
な
が
ら
地
域
で
生
活
し
て
い
き
ま
す
。

親
方
だ
け
で
は
な
く
地
域
の
他
の
組
合
員
と
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
地
域
に
な
じ
み
暮
ら
し
や
す

く
す
る
工
夫
が
必
要
で
す
。

　「
就
農
し
て
良
か
っ
た
、
と
感
じ
た
新
規
参
入
者
か

ら
、
口
コ
ミ
や
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
、
ま

た
新
た
に
新
規
就
農
希
望
者
を
呼
び
よ
せ
る
よ
う
で
す
。

嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
」
と
竹
村
課
長
は
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

 

新
規
漁
業
就
業
者
を
増
や
す
様
々
な
施
策

　　
現
在
、
本
道
で
新
規
に
漁
業
に
就
業
す
る
人
は
毎
年

２
０
０
人
程
お
り
、
様
々
な
制
度
を
活
用
し
て
漁
業
者

と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
ま
す
。

　
水
産
庁
の
「
新
規
漁
業
者
総
合
支
援
事
業
」
で
は
、

北
海
道
立
漁
業
研
究
所
で
学
ぶ
若
者
に
対
す
る
資
金
を

支
援
す
る
ほ
か
、
漁
業
の
就
業
情
報
の
提
供
、
就
業
準

備
講
習
会
や
相
談
会
を
実
施
、
漁
業
現
場
で
の
長
期
研

修
を
支
援
、
経
営
管
理
の
知
識
や
熟
練
漁
業
者
の
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
に
「
北
海
道
で
漁
業
者
に
な
り
た
い
」
と

い
う
人
々
に
つ
い
て
は
、「
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協

議
会
」
が
総
合
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
水
産

会
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
年
２
回
の
漁
業
就
業
フ
ェ
ア

の
開
催
を
は
じ
め
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
の
取
組
み

　１
．
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア

　
協
議
会
主
催
で
年
に
２
回
、「
面
談
会
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
全
道
各
地
の
漁
業
者
が
ブ
ー
ス

を
出
し
、
漁
師
に
な
り
た
い
参
加
者
と
漁
師
に
な
る
た

め
研
修
を
受
け
る
人
た
ち
の
指
導
を
行
う
指
導
漁
業
者

と
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。
そ
の
他
、
協
議
会
と
道
も
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
漁
師
に
な
り
た
い
参
加
者
の
相

談
や
疑
問
に
答
え
て
い
ま
す
。

　
漁
協
や
漁
業
者
の
方
は
、
フ
ェ
ア
に
出
展
す
る
こ
と

で
漁
業
に
就
業
し
た
い
人
々
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、

具
体
的
に
研
修
に
向
け
て
話
を
進
め
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　
一
方
で
、
漁
師
に
な
り
た
い
人
を
受
け
入
れ
る
指
導

漁
業
者
に
な
る
た
め
に
は
フ
ェ
ア
へ
の
出
展
等
い
く
つ

か
の
要
件
が
必
要
で
す
。
出
展
す
る
に
は
、
漁
協
を
通

じ
て
申
込
書
を
協
議
会
へ
提
出
し
ま
す
。
近
年
は
、
毎

回
30
前
後
の
漁
業
経
営
体
が
フ
ェ
ア
に
参
加
し
て
お
り
、

マ
ッ
チ
ン
グ
率
は
平
均
す
る
と
53
％
と
約
半
数
に
の
ぼ

り
ま
す
。

２
．
相
談
窓
口

　
漁
師
に
な
り
た
い
人
か
ら
の
電
話
や
メ
ー
ル
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
業
者
か
ら
の
求
人
情
報
を
受
け
付
け
て
お

り
、
寄
せ
ら
れ
た
求
人
情
報
は
、
一
般
社
団
法
人
全
国

漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ

ま
す
。
漁
師
に
な
り
た
い
人
た
ち
は
随
時
全
国
の
漁
業

求
人
情
報
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
．
長
期
実
地
研
修
の
実
施

　
漁
業
を
志
す
研
修
生
が
、
１
年
又
は
３
年
の
長
期
間

に
わ
た
り
指
導
漁
業
者
と
共
に
実
際
の
漁
業
を
行
い
な

が
ら
技
術
と
経
験
を
得
る
研
修
で
す
。
研
修
は
雇
用
型

と
独
立
型
に
分
か
れ
て
お
り
、
雇
用
型
で
は
1
年
、
独

立
型
で
は
３
年
の
研
修
を
受
け
ま
す
。
研
修
を
指
導
す

る
指
導
漁
業
者
に
は
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
国
か
ら

資
金
面
で
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。
平
成
21
年
か
ら
こ
れ

ま
で
に
、
研
修
生
の
数
は
１
３
０
名
を
超
え
、
こ
れ
ま

で
に
70
名
以
上
が
漁
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
長
期
実
地
研
修
に
つ
い
て
、
協
議
会
が
置
か
れ
る
北

海
道
水
産
会
の
門
脇
茂
業
務
部
長
は
「
新
規
漁
業
就
業

者
を
確
保
し
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、
技
術
的
な
支
援

は
も
と
よ
り
、
組
合
員
資
格
を
与
え
る
な
ど
、
漁
業
権

を
行
使
さ
せ
る
権
利
を
与
え
る
た
め
の
支
援
や
、
地
域

に
溶
け
込
む
た
め
の
生
活
支
援
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
ね
」
と
語
り
ま
す
。

 

良
き
出
会
い
に
恵
ま
れ
ま
す
よ
う
に
　

　　
漁
業
へ
の
就
業
希
望
者
に
は
「
組
合
っ
て
？
」「
漁

業
権
は
も
ら
え
る
の
？
」、
ま
た
、
受
け
入
れ
る
側
の

漁
業
者
に
は
「
ど
う
す
れ
ば
担
い
手
を
育
て
て
行
け
る

の
だ
ろ
う
？
」「
一
緒
に
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
」

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
様
々
な
悩
み
や
疑
問
が
あ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
双
方
、
抱
く
の
は
案
外
小
さ
な
悩
み
や
疑
問
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ど
こ
に
、
誰
に
尋
ね
た
ら
良
い
の
か
わ
か

ら
な
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
ん
な
時
は
、
就
業
希
望
者
も
、
担
い
手
を
求
め
る

漁
業
者
も
、
最
寄
り
の
漁
協
や
自
治
体
、
北
海
道
漁
業

就
業
支
援
協
議
会
へ
問
い
合
わ
せ
た
り
、
漁
業
就
業

フ
ェ
ア
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
う
す
る
と
、
答

え
が
き
っ
と
見
つ
か
り
ま
す
。

　
今
後
も
「
漁
師
に
な
り
た
い
」「
後
継
ぎ
が
ほ
し
い
」

と
い
う
両
者
が
出
会
い
、
新
た
な
漁
業
者
が
活
躍
し
て

く
れ
る
よ
う
、
関
係
者
一
同
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　参
考
文
献
・
サ
イ
ト

漁
業
後
継
者
の
就
業
実
態
調
査
（
農
林
中
金
総
合
研
究
所
）

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
Ｈ
Ｐ

　h
ttp
://h
-su
isa
n
ka
i.o
r.jp
/c
o
n
fe
re
n
c
e
/

全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

　h
ttp
://w

w
w
.ryo
u
sh
i.jp
/

北
海
道
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

　h
ttp
://w

w
w
.a
d
h
o
kka
id
o
.o
r.jp
/n
in
a
ite
/

「新・農業人フェア」のホームページには各地で開
催されるフェアの情報が掲載されています

北海道漁業就業支援協議会ホームページ
漁師になるための情報や、漁業の求人情報
の掲載を依頼することが出来ます

平成29年実施の漁業就業支援フェアの様子
山崎峰男副会長が来場者に挨拶しました
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　東しゃこたん・南かやべ・厚岸・羅臼・船泊漁協と、胆振太平洋ホッキ貝振興協議会（以下ホッキ
協議会）、ぎょれんは、８月２３日（水）～２５日（金）の３日間、東京国際展示場（東京ビッグサイ
ト）で開催された第１９回ジャパン・インターナショナル・シーフードショーに出展しました。
　国内外から多くの水産関係者が集まるシーフードショーで、道産水産物のおいしさをＰＲした
様子をご紹介します。

過去最大となる830社が参加した国内最大
の水産展示・商談会
　ジャパン・インターナショナル・シーフードショーは
国内外から830の商社・団体が出展する、国内最大の水
産展示・商談会です。水産の製造・販売・貿易会社をは
じめ、製氷、包装、水槽、輸送、冷凍技術など、水産に
関わるあらゆる業界が出展し、自社の商品や技術を売り
込みます。海外からも、アメリカや中国、韓国、スペイ
ン、ノルウェー、チリなど、様々な国が出展し、日本で
の販路拡大に向けたPRを行っていました。

　
３日間で過去最大の約３３，８００名が来場
　シーフードショーは来場者が水産、食品に関係する商
社や外食、加工の他、旅行業者や通信販売業者、行政・
教育関連など、多岐にわたります。また、出展者と同様
に来場者も国際色豊か。英語や中国語での対応が求めら
れる場面もありました。

　
農林水産大臣もブースを訪問
　開会式も行われた初日の23日には、齋藤農林水産大臣
と長谷水産庁長官が来場し、開会挨拶と視察を行いまし
た。大臣は北海道のブースにも来訪し、6漁協・協議会
とぎょれんの自慢の水産物を試食し、そのおいしさを称
賛するとともに、道産水産物のより一層の普及を激励し
ていきました。
　なお、次回の東京でのシーフードショーは、2018年
8月22日（水）～24日（金）を予定しています。

齋藤大臣、2017年度ミス日本「海の日」三上さんが北
海道のブースを訪問し、道産水産物に舌鼓を打ちました

北海道のブースには全漁連の役員も来訪

会場の各所で新たな商機を求めて熱心なＰＲが行わ
れていました

南かやべ漁協

バター焼きの香ばしい香りに誘われ、人が途切れなかった
このブース。すぐに調理できる剥きほっきが来場者の注目
を集めていました。

胆振太平洋ホッキ貝振興協議会

地域の特色ある商品を求める来
場者も多い中、実際に味を知って
もらえる良いきっかけとなりました

南蛮えびとぼたんえびの食べ比
べも貴重な機会と好評でした

バックヤードでは試食
の準備におおわらわ

6単協・協議会とぎょれんが
ジャパン・インターナショナル・シーフードショーに
出展し、道産水産物をＰＲしました

出展ブースをご紹介します初
参加

函館市の職員も参
加して地元の昆布
製品をPR。ぽん酢
や焼き肉のたれ、削
り節など、他では珍
しいバリエーション
豊かな昆布製品が
自慢です。

東しゃこたん漁協
ほっけのフィレやつぶ貝や
ぼたんえびの塩辛、にしん
や鮭の甘味漬けなどの組
合オリジナル商品を試食と
ともに紹介しました。

うにの缶詰は外国の方が珍
しそうに見ることも

初
参加

船泊漁協
昆布の加工品やうにの缶詰、
ほっけやたこの頭を使用した
乾燥珍味をアピールした船泊
漁協。礼文島からの参加とい
う点に興味をひかれる方も多
くいらっしゃいました。

厚岸漁協

大きな羅臼昆布の原藻が目を引く羅臼漁協ブース。粗挽
きにした昆布を使用した昆布だしの試飲に足を止める来
場者も。

羅臼漁協

厚岸漁協の一押し商
品は大ぶりのかき

おしゃれな包装デザイ
ンが目を引く羅臼昆布
製品

かきやあさりの他、
海藻を使用したヘル
シーな麺やさんまの
甘酢漬けなど様々
な種類が並んだ厚
岸漁協。威勢のいい

呼び込みもあり、様々な人が
足を止めていました。

ぎょれん

ぎょれんブースでは川崎
会長もフライを試食

ぎょれんブラン
ドの昆布巻やフ
ライ製品の試食
とともに、北海
道の水産物を
PR。秋鮭のチ

ラシ配布やチラシに連動した
PR動画の放映なども行いま
した。

は     せ
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　い
よ
い
よ
本
格
化
し
て
い
る
秋
鮭
漁
。
毎
年
、

ぎ
ょ
れ
ん
の
当
年
度
入
会
職
員
が
実
地
研
修
の
一

環
と
し
て
、
ま
た
、
業
務
量
が
増
大
す
る
産
地
支

店
の
応
援
と
し
て
、
浜
で
秋
鮭
販
売
業
務
等
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

　今
月
は
、
駐
在
に
出
て
い
る
新
人
職
員
の
様
子

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　ぎ
ょ
れ
ん
の
職
員
は
、
入
会
初
年
度
に
秋
鮭
・
ほ

た
て
・
昆
布
等
の
生
産
現
場
や
関
連
会
社
で
の
製
造

現
場
で
研
修
を
行
い
ま
す
。
浜
を
知
り
、
人
を
知
る

こ
と
で
、「
北
海
道
の
浜
の
た
め
」
に
働
く
こ
と
の
重

要
性
を
感
じ
る
た
め
で
す
。

　春
に
は
帆
立
稚
貝
の
検
品
、
夏
に
は
昆
布
の
生
産
、

秋
に
は
浜
で
の
秋
鮭
販
売
業
務
等
（
以
下
秋
鮭
駐

在
）
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
秋
鮭
駐
在
は
盛
漁
期
の

水
揚
〜
販
売
の
現
場
に
直
接
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
場
で
す
。

　秋
鮭
駐
在
は
主
に
道
東
で
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年

は
野
付
漁
協
、
ウ
ト
ロ
漁
協
、
斜
里
第
一
漁
協
、
北

見
支
店
で
職
員
が
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
野
付
駐
在
の
主
な
業
務
は
２
つ
。
１
つ
は
根
室

管
内
の
北
部
４
単
協
の
漁
況
及
び
市
況
把
握
で
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
標
津
、
野
付
の
セ
リ
に
参
加
し
、

市
況
を
と
っ
て
い
ま
す
。
駐
在
の
序
盤
は
セ
リ
の

内
容
を
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
の
で
苦
労
し
ま
し
た

が
、
日
を
増
す
ご
と
に
セ
リ
の
内
容
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
つ
め
は

野
付
漁
協
冷
凍
加
工
場
で
の
秋
鮭
フ
ィ
ー
レ
に
関

す
る
業
務
で
す
。
札
幌
の
ぎ
ょ
れ
ん
本
所
か
ら
消

費
地
の
発
注
に
基
づ
い
た
生
フ
ィ
ー
レ
の
製
造
依

頼
及
び
積
送
依
頼
が
来
る
の
で
、
そ
れ
を
現
地
で

取
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
送
り
先
ま
で
の
配
送

手
配
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
業
務
も
迅
速
且
つ

正
確
さ
を
求
め
ら
れ
る
の
で
、

常
に
緊
張
感
が
あ
り
大
変
な

反
面
、
自
分
な
り
に
仕
事
を

組
み
立
て
な
が
ら
で
き
る
の

で
、
達
成
し
た
時
は
喜
び
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

現場に学べ ぎょれん新人職員・秋鮭駐在編

秋 漁本番！

販売第二部
細川寛斗さん

購買部
田岡　將さん

購買部
吉田尚玄さん

販売第一部
越坂正悟さん

販売企画部
石谷昌博さん

　「
命
を
懸
け
て
命
を
獲
る
」。
紋
別
赴
任
の
初
日
、

目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
秋
鮭
の
ポ
ス
タ
ー
で
す
。

「
か
っ
こ
い
い
」
そ
れ
が
私
の
感
想
で
し
た
。
翌

朝
は
港
で
船
か
ら
素
早
く
荷
揚
げ
す
る
生
産
者
の

方
々
、
鮭
の
数
と
大
き
さ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。
生
き
た
鮭
を
見
て
、
命
を
食
べ
て
き
て
い

た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
セ
リ
、
入
札
、
働
く
浜

の
方
々
、
ど
れ
も
初
め
て
の
光
景
で
「
浜
の
た
め

に
頑
張
り
た
い
」
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
支
店
で
の
主
な
業
務
は
電
話
で
漁
況
の
聞
き
取

り
、
入
札
結
果
と
水
揚
げ
さ
れ
た
鮭
の
数
量
を
集

計
し
て
漁
況
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
情
報
集
計
・
発
信
す
る
重
要
さ
、
多
く
の

方
が
浜
と
繋
が
り

成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
ま
た
期
間
内

に
各
浜
の
現
場
で

実
務
を
学
び
、
皆

様
か
ら
声
も
か
け

て
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
今
以

上
に
感
謝
の
気
持

ち
を
持
っ
て
働
い

て
い
き
た
い
で
す
。

販売企画部
山本明花さん

4:50スタート
ウトロ駐在の一日

5時の事務所出勤前に岸壁をま
わり、出漁状況を確認。事務
所で入札準備を行いながら、
北見管内の他の漁協や他管内
の水揚げ状況を確認します。

7時の時報とともに水揚開始。
順次入札にかけられます。

7:00

船からの無線や生産者の皆さんが行う
岸壁での荷揚げ、選別をみて、上場数
量を算出。その見込みを元に入札を行
うため、責任は重大です。

午前

水揚げ・入札の終了後は水揚げ数量の
記録やスケール伝票と入札結果の照合
などを分担して行います。

午後

野付駐在 北見支店駐在
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　次のクロスワードを完成させ、○印に当たる言葉をうまく並べて
ください。夏の暑さもひと段落し、心地よい秋の風が吹いてきました。
食欲の秋、芸術の秋、スポーツの秋…と様々なことに取り組むのに良い
季節です。本州ではこの時期の気候を生かして、大きな学校行事が行わ
れています。しかし近年は残暑が厳しいなどの理由のため、北海道の多
くの地域と同じように春に行う学校も増えているということです。

くわしい応募方法は、１７ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

解 答 となります。

間違いは5つです。

※答えは17ページにあります。

一卵性だと二人はそっくりの顔をしている
甘酸っぱい思い出と言われることも多い
出れば打たれる
新米の収穫作業
台風〇〇〇の青空
喰らわば皿まで
どこからともなくスースー入ってくる
次々倒れて止まらない〇〇〇倒し
陽⇔
古本屋さんで売買
75日もすれば立ち消えるゴシップ
「りんりん」湧いてくる気持ち
秋を代表する細長い魚
母さんもお鼻が長い動物
〇〇〇を囲んでキャンプファイヤー

①
③
⑥
⑦
⑧
⑩
⑪
⑭
⑮
⑯
⑱
⑳
㉒
㉔
㉕

○印に当たる言葉を
うまく並べてください。

9月号の解答と当選者
シュウブン

クロスワードパズル

間違い
さがし

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ コ の カ ギ

ブレイクタイム Break Time

①
②
③
④
⑤
⑦
⑨
⑩ 
⑫
⑬
⑭
⑰
⑲
㉑
㉓

笑う門に来るもの
以前は10月10日がこの日だった
鬼の居ぬ間に〇〇を伸ばして命の洗濯を
ほんのちょっとした時間
揉んで叩いてほぐそう肩の〇〇
真っ黒な〇〇〇〇パスタ
知床は世界〇〇〇遺産
肉厚でかさが七部開き前の干ししいたけはこう呼ばれる
今日の前日
集合⇔
金曜の翌日
仕事や試験など大事な局面で○○○中力を発揮
お子様寿司には入っていない
紅葉前線はこちらから南へ
秋は大納言、金時、白花など新物が登場

1 2

6

14

131211

8

7

9

10

43 5

18 19

15

16

20 21 22 23

24 25

17

1 2

6

14

131211

8

7

9 10

43 5

18 19

15 16

20 21

22 23

17

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

大髙　康弘さん
Ｓ ・ Ｏ さん
太りすぎたサンマさん
加藤　保典さん
shiroさん

小樽市
釧路市
厚岸町
湧別町
滝川市

ケ
ユミキ

カ ン
イ

ツマツ
ブ ジコエ

ウ セユ
チ ワコ ト
シジ ク ン

イキ

ツ
ザウ

カ
ユ

ウ
シヨ ウ シンク
ツ リ ヨノミ

シロ ヤモイ ウ

　「浜の家族物語」では、「なみまるくん」の表紙に
登場いただいたご家族を紹介します。今回は、松前
さくら漁協の青山さんご一家です。
　
青年部長・漁業士として食育と魚食普及に
取り組む
　
　真吾さんは電光敷き網と釣りによるいか漁を中心
に、まぐろはえ縄漁、あわび漁、岩のり漁などを営
んでいます。
　漁師になって20年。漁業研修所で学んだ後、父 正
雄さんとともに船に乗るようになりました。真吾さ
んは「最初の半年は常に船酔いで仕事にならないく
らい大変でした。ある日を境に平気になったんです
けどね」と笑います。
　松前さくら漁協青年部長と青年漁業士も務める真
吾さん。青年部では春に開催される地元の物産フェ
アに出展し、うに丼やあわび刺しを提供しています。

「一週間、沖から戻ったらフェアに向かいます。大変
ですけど、期間限定ですし、人数も少ないので頑
張っています」と話します。
　一方、漁業士会では年に1回管内の小学校で出前授
業を行っています。「いかを1人1杯さばき、刺身や
フライを給食で食べておいしさを知ってもらうんで

す」と教えてくれました。
　
資源管理にも向き合って漁業を続けていく
　
　釧路出身、松前育ちのゆかりさん。結婚するまで
漁業に縁がなかったそうですが、今はいか詰めや岩
のりの加工に大活躍だそう。
　唯夏ちゃんは絵の得意な小学２年生。今はバレー
ボールに夢中で、地域の小学生チームでプレーして
います。「人を笑わせるのが好きで、正直者なんで
す」とゆかりさんは微笑みます。
　今年は漁獲規制のた
め、まぐろ漁には出れ
ていないという真吾さ
ん。「いか釣りの際に
まぐろの魚影が見える
ことや、針にかかった
いかを荒らされること
もあり、もどかしく感
じることもあります。
でも、資源量や規制は
松前だけの話ではない
ですから」と話してく
れました。

あお やま

家 族
物 語浜の

今月の

表紙に登場いただいたご家族を紹介いたします。

【青山さんご一家】　青山 真吾さん（36歳）、ゆかりさん（33歳）、唯夏ちゃん（8歳）
※真吾さんの父・正雄さん、母・幸子さんと共に

ゆいな

まさお さちこ

しんごあおやま

松前さくら漁協 青山さんご家族
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とうだん

がろう

01函館最大級の食のイベントでほたてとかきを販売しました

渡島地区漁青連が「はこだてグルメサーカス」で
水産物のおいしさをアピール
　9月2日（土）、3日（日）に函館市中心部で開催された
「はこだてグルメサーカス2017」に渡島地区漁青連が
出店し、ほたての浜焼きと蒸しがきを販売しました。噴
火湾の殻つきほたてを焼き上げた浜焼きと、上磯郡漁協
のブランドである峩朗がき、知内がきの２種類の蒸しが
きは大好評。夏の日差しが戻ったかのような好天となっ
た日曜日は老若男女問わず常時20名以上の行列ができ、
昼過ぎには完売となりました。
　渡島地区漁青連では、今後もイベント等での水産物の
PRに努めていきます。

２つのブランドがきは食べ比べるお客様も多く、早々に
完売となりました

２日間で用意したほたてとかき合わせて２,０００個を見
事完売した渡島地区漁青連のみなさん

夏が戻って来たかのような日差しのこの日、焼き場は熱と
煙でいっぱい。お客様においしく食べていただくため、
協議会メンバーはタオルとゴーグル着用でさんまを焼
いていました

03自信を持っておすすめします！ 海の幸・山の幸が一堂に

ホクレン大収穫祭に出店し、一押し海産物を売り込みます
　10月17日（火）～23日（月）の1週間、札幌三越本館
10階催事場で、第46回ホクレン大収穫祭が開催され
ます。
　今年も出店するぎょれんコーナーでは、こだわり商品
を多数用意してお客様の来場をお待ちしています。ここ
でしか購入できない商品もあり、毎年の開催を心待ちに
しているお客様も。
　開催期間中に札幌へお越しの際は、ぜひご来場くださ
い。

ぎょれんの職員も、揃いの法被姿で水産物を売り込みま
す（写真は昨年の売り場の様子）

はっぴそろ

02多くの人が道庁前で秋の味覚に舌鼓を打ちました

「根室さんま直送市」が札幌で開催
　9月20日（水）、21日（木）の2日間、道庁旧庁舎前庭で
毎年恒例となっている「根室さんま直送市」が開催され
ました。主催したのは、根室市内4単協や系統、卸売市
場、農業団体、金融機関、市役所など、根室市内の様々
な団体で構成された「ねむろ水産物普及推進協議会」。
オール根室の体制で、「根室産」水産物の普及宣伝・販路
拡大に取り組んでいます。会場では根室から直送された
旬のさんま2,000本が炭火焼で提供されたほか、発泡詰
めされた鮮さんま2kgが850箱用意され、旬のさんまを
求めて販売開始直後から多くの人が列をつくりました。
　2日目には気持ちの良い秋空のもと秋の味覚を求めて
長蛇の列ができるなど、両日とも多くの人が脂ののった
焼きさんまの他、さんまをすり身にしたつみれの入った
刀汁など旬の味覚に舌鼓を打ちました。昆布醤油や水産
加工品など根室の特産品も併せて販売され、札幌の人の
みならず、観光客も買い求める姿が見られました。

04全国漁業協同組合学校からのお知らせ

2018年度の学生募集で願書の受付を開始します
　「協同組合精神を持った漁協職員の養成」を目的に創立された全国漁
業協同組合学校（千葉県柏市）は、これまでに漁協・漁村の指導者を
多数送り出してきました。学校では協同組合論や漁協の事業・運営に
必要な理論と実務知識の習得に加え、簿記、パソコン等の資格取得を
目指します。また全寮制の為、学生は1年間の寮生活を通じ、自治と
協同の精神を養います。今年は初の試みとして、学校関係者が8月下
旬に厚岸翔洋高校と根室高校を訪問し出前授業を開催。組合学校の紹
介を通じて漁協や地域漁業に関心を持ってもらい、組合学校への入学
や漁協への就職希望者を増やすのが目的です。地元の漁協職員も講師
として登壇し、業務の内容や仕事のやりがい、地域の人達との連携な
ど実体験を交え紹介しました。近年は年度により入学者数の減少も見
られることから、学校では今後も入学希望者の増員に向けた取り組み
を続ける予定です。
　現在、2018年度の学生（現職者・一般）を募集しています。入学
希望者は学生募集要項をお読みになり、必要な応募書類等を「ぎょれ
ん指導教育部」へ送付願います。
※募集要項は全国漁業協同組合学校のホームページでご覧ください。
　（http://www.kumiaigakkou.jf-net.ne.jp/）
　
○願書受付期間・選考日・合格発表
　第1回選考　・願書受付期間：2017年10月2日（月）～11月6日（月）
　　　　　　  ・選 　 考 　 日：2017年11月17日（金）
　　　　　　　　　　　　　　  ※合格発表は2017年12月1日（金）
　　第2回選考   ・願書受付期間：2017年12月1日（金）～2018年1月15日（月）
　　　　　　  ・選 　 考 　 日：2018年1月26日（金）
　　　　　　　　　　　　　　  ※合格発表は2018年2月9日（金）

授業の一環で校外研修も実施されます
（横浜市漁協を訪問した時の様子）

厚岸翔洋高校で開催された出前授業
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ぎょれん新役員紹介

○理　事　山﨑 貞夫 （浜中漁協）　　（6月定期総会にて就任）
○監　事　西山 武雄 （上磯郡漁協）　（9月臨時総会にて就任）

　ぎょれんの理事、監事として、新たに以下の方々が就任されましたのでご紹介します。※敬称略

05今年もバラエティ豊かな商品がそろっています

年末のお歳暮商戦に向け、郵政ギフトのカタログを
リニューアルしました
　毎年好評をいただいている郵便局でのお歳暮の取り扱いが今年も10
月23日（月）から始まります。
　毎年人気の「新巻鮭」は良質な天然銀毛鮭を吟味した、こだわりの低
温熟成造り。少人数の世帯でもおいしく味わえるよう、使いやすい個包
装の商品も多くご用意しました。また、今年のお勧めは漁協から直送で
お届けする殻付ほたてやほっき、ししゃもなど。その他にも鮭やいくら、
干物などの詰め合せと、バラエティ豊かな商品をご用意しています。
　お歳暮取り扱いのポスターは月末より道内約200の郵便局に掲出し
ます。申込期間は12月14日（木）まで。お近くの郵便局でお申し込み
ください。

　漁船海難遺児を励ます運動北海道特別委員会（昭和45
年10月29日発足）は、道内の漁船海難遺児を励まし、
（公益財団法人）漁船海難遺児育英会の健全な発展を図る
ことを目的に設置されました。これまで様々な募金活動の
道内窓口になり、海難遺児への支援に取り組んでいます。
　近年、教育費は年々増加し家計を圧迫しており、これま
で以上に育英制度の充実と育英事業の安定的な継続を図っ
ていかなければなりません。昨年度は、全道の皆様のご厚
意により68件252万円の寄付実績を上げることができま
した。今後とも皆様の温かいご支援で、募金活動への格別
なるご協力をお願い致します。

「水色の羽根募金」に協力し、海難遺児を励まそう！

［問い合わせ先］

漁船海難遺児を励ます運動 北海道特別委員会 もしくは漁協へ
（担当：ぎょれん指導教育部 水谷　TEL：011-241-1051）

こだわりの品々は特別な方への
贈答にもおすすめです
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首都圏でほたてをPRするラッピングトレインを運行します

　秋鮭、ほたて、昆布をはじめとした各魚種協議会と
ぎょれんが連携し、継続的に行っている宣伝活動。最
近の話題をまとめてご紹介します。

ウインタースポーツのイベントで道産水産物の魅力をPR
　９月２３日（土）に大倉山ジャンプ台ならびに札幌オリンピック
ミュージアムで開催された「ウインタースポーツの集い」に協賛
しました。
　北海道のウインタースポーツに親しむ
ことを目的としたこのイベントでは、現役
の選手を招いたトークショー、カーリング
やスケートの模擬体験とともに、スポーツ
管理栄養士が監修したほたてやいかなど
の道産食材を使用した「ぎょれんアスリー
トカレー」が販売され、多くの方がスポー
ツ体験と食を楽しんでいました。

京浜急行の車両は内外ともに
ほたて一色 ドアの横ではクイズを出題。

ほたてについてより知ってもらいます

　１１、１２月の２か月間、羽田空港から都心～横浜を走る京浜急行（KEIKYU BLUE SKY TRAIN 600
型）の１編成（８両）の広告スペースを貸り切り、大阪・京都・奈良・和歌山を走るJR西日本の複数の車両では
７５０枚の広告を掲出し、ほたてをPRします。
　京浜急行の車両は、外壁のラッピングはもちろん、内部の中づり広告やドアのステッカーなどもほたて一
色。美しい水揚風景や、ほたてにまつわるクイズなどで、乗客の視線を集めます。JR西日本の車両でも、多
くの車両に広告を掲載することで、より多くの方へ北海道産ほたての魅力を伝えます。
　２か月間で広告掲載車両を見る人は６７０万人以上となることが想定されており、改めて都市圏の一般消
費者へ北海道のほたてを知ってもらいます。

宣伝活動
目指せ! 消費拡大

NOW

（イメージ）

水産物の豊富な栄養は、スポーツをする体
づくりにも最適であることをアピールしたカレ
ーは、家庭でも再現できるようにレシピつきで
販売されました
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　当管内では9月に入り秋鮭定置漁が
始まりました。19日時点で累計約90ｔ
の水揚げがありますが、昨年対比40％
程の低調な水揚げが続いており、1日
も早く豊漁となることに期待が掛かり
ます。20日からは各地でえび桁漁が再
開され、赤がれい、ほっけなどが各地
で水揚げされ始めます。今後秋も深ま
り、気候も不安定になりますが、凪の
日が続き、各漁が豊漁となることを祈
念しています。

　9月に入り肌寒く感じる日が多くな
り、野山の木々も熟した実をつけはじ
め、秋の深まりを感じています。稚内
漁協のいか漁は昨年同期を上回る取
扱高となっており、好調を維持してい
ます。一方、管内では秋鮭定置網漁が
8月末よりスタートしましたが、浜の豊
漁の期待を裏切り、序盤は昨年を下回
る水揚げ量で推移しています。関係者
の安全操業、豊漁となることを心より
願っています。

　北見管内は日増しに秋も深まり肌
寒ささえ感じさせます。今シーズンの
鱒定置網漁は終漁し、9月より秋鮭定
置網漁が始まりました。現在管内では
秋鮭やほたてが水揚げされているほ
か、今後は秋の底建網漁、サロマ湖か
き漁などがスタートする予定で、浜は
より一層賑わいを見せることでしょ
う。今後も事故のない安全操業と各漁
の豊漁を心より祈願します。

　9月1日に秋鮭の定置網漁が解禁さ
れ、9月20日時点で累計が1,214ｔの水
揚げとなっています。また、9月16～
17日の2日間、第25回根室さんま祭り
が根室港特設会場で開催されました。
台風の影響が心配される中、両日とも
快晴に恵まれ、2日間で28,650人が来
場し、根室の街が大きな賑わいをみせ
ました。今後も管内の港が賑わいをみ
せてくれることを願っています。

　管内の水揚げがピークを迎える時
期となっていますが、未だに秋鮭・い
か・さんまなどの主要業種の水揚げが
芳しくありません。また、昆布漁も9月
に入ってから時化続きで、思うように
出漁できない日々が続いています。ラ
ストスパートとなった昆布漁に向け、
晴天で凪の日が続くことと、主要魚種
の水揚げが増えていくことを祈ってい
ます。

　管内の秋鮭定置網漁は8月31日よ
り解禁となりましたが、9月中旬までの
累計水揚げ数量は大不漁であった昨
年の同程度と極めて低調です。いか釣
漁についても、一時期三石沖に漁場が
形成されましたが漁は薄く、9月中旬
の水揚げは皆無となりました。水揚げ
の早期回復が待たれます。一方で、9
月1日より底曳網漁が解禁となり、助
宗だらの水揚げは順調で今後の水揚
げに期待したいところです。

　今月からいよいよ秋鮭漁が始まりま
した。序盤戦は思うように漁が見え
ず、苦戦しています。また、大型の台風
が胆振管内を通過した影響で、各地定
置網に被害が出ており、中でも被害の
大きかった白老～伊達地区では浜を
あげての復旧作業に追われています。
台風通過後ようやく数量がまとまり出
し、好漁の兆しが見え始めただけに、
一日も早い復旧を祈るばかりです。

　函館管内では、海水温の低下ととも
にぶりの水揚げ量が増え始め、脂が
のって丸くなってきています。今や北
海道産ぶりも、秋の味覚の一つとして
認知されてきたと感じます。市内の
スーパーでも、刺身用や焼き魚用が多
くならび、今まであまり馴染みがな
かった函館でも、ここ数年の水揚げ急
増によって次第に食卓に浸透してきた
ようです。

　ひやま管内では、秋鮭定置網漁が9
月初頭より始まり、例年より早いス
タートとなりました。昨年度を上回る
来遊で、昨年同期対比1．4倍（9月20日
時点）となり、好調な出だしとなってい
ます。今後も同様の水揚げが続き、浜
が活気づくことを期待してやみませ
ん。今期の秋鮭漁の豊漁と、安全操業
を切に願っています。

大漁
祈願！ 　初秋を迎え、秋鮭定置網漁が解禁と

なりました。漁期前半は高値で推移し
ているものの、不漁に泣いた昨季と概
ね同程度の水揚げ数量となっており、
後半戦の巻き返しに望みを託したい
ところです。また、後志管内のいか釣
漁は遠い漁場が難点ですが、稚内から
南下した外来船が入港し時化の合間
を縫って順調な水揚げが続いていま
す。単価も高値のまま推移しており、
最盛期を迎える10～11月の漁も期待
しています。

かんば

|　16

　
９
月
下
旬
か
ら
、「
浜
の
お
か
あ
さ
ん
料

理
教
室
」が
始
ま
り
ま
し
た
。平
成
３
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、今
季
終
了
す
れ
ば
通
算
で

１
３
５
回
と
な
る
ロ
ン
グ
ラ
ン
企
画
で
す
。

参
加
者
が
抽
選
に
な
る
ほ
ど
の
人
気
の
秘

密
は
、講
師
と
な
る
女
性
部
の
皆
さ
ん
の
個

性
あ
ふ
れ
る
教
え
方
。浜
の
お
母
さ
ん
な
ら

で
は
の
裏
ワ
ザ
紹
介
や
、パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る

浜
ト
ー
ク
は
、受
け
持
ち
地
区
が
変
わ
っ
て

も
引
き
継
が
れ
る
バ
ト
ン
の
よ
う
な
も
の
。

担
当
者
と
し
て
、受
講
者
の
皆
さ
ん
に
書
い

て
い
た
だ
く
感
想
文
が
楽
し
み
で
す
。

「
漁
師
さ
ん
の
お
嫁
さ
ん
に
な
り
、私
も
浜
の

お
母
さ
ん
の
よ
う
に
な
り
た
い
！
」と
書
い

て
あ
っ
た
ら「
あ
っ
ぱ
れ
　 

」　
　
　（
阿
部
）

　
毎
号
皆
さ
ん
か
ら
ご
好
評
頂
い
て
い
る
11

ペ
ー
ジ「
ブ
レ
イ
ク
タ
イ
ム
」の
コ
ー
ナ
ー
。

毎
月
ま
ず
は
、担
当
の
私
が
問
題
を
解
い
て

み
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
は
す
ん
な
り
と
解
け
ま
す
が
、間
違

い
さ
が
し
は
案
外
難
し
く
、「
最
後
の
１
つ
が

ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
い
！
」と
正
解
を

そ
っ
と
見
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
。毎

月
毎
月
、「
や
っ
ぱ
り
、ア
タ
マ
が
カ
タ
イ
な
ぁ

〜
」と
実
感
し
て
し
ま
い
ま
す
。  

（
工
藤
ゆ
）

11ページの間違いさがしの答え

みなさんのお便りでつくる
ページです。

なみまる

おたより箱

fr
om

 readers

突
然
の
緊
急
速
報
に
毎
回
緊
張
。船
が
出

て
い
る
か
ら
で
す
。「
日
本
の
船
舶
は
無
事
」

の
テ
ロ
ッ
プ
が
出
る
ま
で
不
安
で
す
。

（
厚
岸
町 

太
り
す
ぎ
た
サ
ン
マ
さ
ん 

53
歳
）

今
年
は
家
庭
菜
園
の
き
ゅ
う
り
が
豊
作
で

し
た
。

（
函
館
市
　
福
澤
美
都
さ
ん
　
35
歳)

暑
い
夏
も
終
わ
り
、一
歩
一
歩
秋
に
な
り
、

ま
た
お
い
し
い
季
節
が
ま
い
り
ま
し
た
。食

べ
す
ぎ
注
意
で
す
。

（
湧
別
町
　
臼
井
ミ
セ
子
さ
ん
　
82
歳
）

皆様からのお便り、写真、イラスト
をお待ちしています！

編集部からのお知らせ

海
ひ
と
夢
、心
静
か
に
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
島
牧
村
　
泉
谷
泰
三
さ
ん
　
89
歳
）

寒
く
な
り
ま
し
た
ね
。も
う
少
し
忙
し
い

日
々
が
続
き
ま
す
が
、か
れ
い
、に
し
ん
、

ほ
っ
き
漁
、が
ん
ば
り
ま
す
。

（
湧
別
町
　
加
藤
保
典
さ
ん
　
55
歳
）

今
年
は
今
の
と
こ
ろ
台
風
が
少
な
く
、お

父
さ
ん
の
船
も
あ
ま
り
休
み
も
な
く
出
港

し
て
い
ま
す
が
、小
ぶ
り
で
不
漁
の
さ
ん
ま
、

ど
う
し
ま
し
ょ
う
。ご
飯
食
べ
て
い
け
な
い
。

（
釧
路
市
　
Ｓ
・
Ｏ
さ
ん
　
50
歳
）

今
年
度
よ
り「
い
か
の
街
、函
館
」に
住
み
、

先
日
や
っ
と
す
る
め
い
か
の
お
刺
身
を
食

べ
ま
し
た
。来
年
は
い
か
売
り
の
ト
ラ
ッ
ク

か
ら
購
入
す
る
こ
と
と
、活
い
か
刺
し
を
食

べ
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

（
函
館
市
　
木
村
美
織
さ
ん
　
26
歳
）

気
が
張
る
こ
の
時
期
が
き
ま
し
た
。今
年

は
秋
鮭
不
漁
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、大
ど
ん

で
ん
返
し
で
大
漁
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

や
っ
ぱ
り
、漁
が
あ
る
と
笑
顔
が
増
え
ま
す

よ
ね
。

（
別
海
町
　
走
る
母
さ
ん
　
42
歳
）

磯
漁
業
を
営
み
50
年
以
上
経
ち
ま
す
が
、

海
の
変
化
が
目
立
つ
今
日
こ
の
頃
で
す
。昆

布
は
生
え
て
も
先
が
枯
れ
て
売
り
物
に
な

ら
ず
、あ
わ
び
、う
に
の
餌
と
な
る
海
藻
が

少
な
く
雑
草
が
多
い
。ま
た
、ば
ふ
ん
う
に

が
少
な
く
な
り
、む
ら
さ
き
う
に
の
異
常

発
生
、は
ご
と
こ（
く
じ
め
）の
皆
無
、が
や

（
め
ば
る
）の
激
減
、赤
ざ
ら
貝
の
皆
無
、あ

わ
び
の
激
減
、と
ろ
ろ
昆
布
の
皆
無
等
々
い

ろ
い
ろ
変
化
し
て
こ
れ
か
ら
先
不
安
で
す
。

（
小
樽
市
　
大
髙
康
弘
さ
ん
　
72
歳
）

さ
ん
ま
漁
が
不
振
だ
と
か…

。炭
火
焼
き

で
か
ぶ
り
つ
き
た
い
の
に
。

（
浦
河
町
　
加
々
美
マ
ミ
さ
ん
　
53
歳
）

９
月
に
入
り
急
に
寒
く
な
り
、一
気
に
秋
が

来
た
な
と
感
じ
ま
す
。秋
の
食
べ
物
は
自
分

の
好
き
な
も
の
ば
か
り
な
の
で
、食
べ
す
ぎ

に
は
注
意
し
て
秋
の
味
覚
を
楽
し
み
た
い
で

す
。

（
滝
川
市
　
Ｓ
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
さ
ん
　
24
歳)

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

手を抜くな　気を抜くな　初心守って安全操業

次の①～③を明記の上、ご応募ください。抽選
で５名様に図書カードをプレゼントします。

①なみまるおたより箱への投稿（お便り、写真、
イラスト等）や、広報なみまるくん10月号への
感想・ご意見など（※150字程度まで）

　②11ページのクロスワードの答え
　③住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。ご応募いた
だいた方の個人情報は、図書カード進呈や、お便り、写真、
イラスト等の掲載（氏名、年齢、市町村名）にのみ使用いた
します。写真やイラストは、返却できませんのでご了承ください。

〈宛先〉 10月20日までにお送りください。　
（郵便） 〒060-0003
　　　 札幌市中央区北３条西７丁目１番地
　　　 北海道ぎょれん 総務企画部 広報担当　

（ＦＡＸ） 011-242-3543　
（電子メール） info@gyoren.or.jp

編
集
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記
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北の魚情報がぎっしり！北海道ぎょれんウェブサイト

www.gyoren.or.jp

北海道ぎょれん広報

発
行

／
北

海
道

漁
業

協
同

組
合

連
合

会
　

〒
060-0003　

北
海

道
札

幌
市

中
央

区
北

3条
西

7丁
目

1番
地

　
企

画
・

編
集

／
総

務
企

画
部

　
広

報
担

当
　

TEL,011-281-8665　
U

R
L http://w

w
w

.gyoren.or.jp　
印

刷
／

佐
藤

印
刷

株
式

会
社

H
okkaido G

yoren
M

agazine
N
o.3
4
8

［うみ・なかま コミュニケーション］ 10
2017

石狩湾漁協

中井 寿美子さん 中村 美登里さん

10
2017
No.348

特集

・秋鮭・・・厚さ３cm×４切れ
・醤油・・・100cc
・酒・・・25cc
・砂糖・・・大さじ5
・塩（塩水用）・・・適量
・水（塩水用）・・・適量

今回は「秋鮭の煮つけ」をご紹介します。いよいよ
秋鮭シーズンの到来となりましたね。焼いたり蒸し
たりと様々な秋鮭メニューが頭に浮かんできますが、
まずはシンプルな煮つけから、いかがでしょうか。
ほっこりする美味しさをどうぞ召し上がれ。

材料（4人分）

秋鮭の煮つけ
秋の食卓に、素朴な味わいの煮つけを

浜のおかあさん

レシピ

秋鮭の切り身を塩水で洗い水気を切る。
鍋に醤油・酒・砂糖を入れ火にかける。
②が沸騰したら、①の切り身を並べて入れ、中火
で5分、さらに弱火で5分煮る。
火が通ったら火を止め、器に盛り付けて出来上
がり。

❶
❷
❸

❹

作り方

次代につなげ! 本道漁業の「新規担い手対策」
6単協・協議会とぎょれんがジャパン・インターナショナル・
シーフードショーに出展し、道産水産物をＰＲしました
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